工程の見える化
工程状態の定量化
データ蓄積・共有

不良品を検出して排除するシステム
生産中の異常検知
不良品の選別・流出防止

止まらない生産システム
異常の予兆検知と補正
インライン工程制御

企業資源管理へのサポート
長期傾向・Big Data分析
ERPシステムとの連携

システム構成
お客様のご要望に応じたシステム構成をご提案します。

既存設備に組み込みたい
研究用の設備で使いたい
独自の制御ルールを作り上げたい
計測データを機械学習させたい
他のセンサーと比較したい
導入コストを削減したい
既にPLCを導入済み

最大10kHz、1Nより計測可能

仕上り寸法の経時的変化の検知
上下対称部品の鍛造加工に適用
仕上り寸法の変化をデータ化、予測することで自動調整機構へ発展
金型に掛かる負荷から仕上り寸法の変化を検知
工程能力の向上
調整作業の自動化により工数削減
仕上がり寸法とPiezoBoltの相関関係
寸法上限値
寸法下限値

パンチ摩耗の見える化
後方押出し金型の引抜き荷重測定に適用
パンチ上昇時における、新品のパンチと数万ショット使用したパンチの引き抜き荷重の差を見える化
パンチ交換時期を最適化
パンチの修正対応を可能にし、コストを削減
パンチ上昇時に変化あり

塑性変形を利用した締結や加熱による溶接など、各種結合工程の解析ができます。

柔軟な加圧制御が可能な4軸複動式サーボプレス装置と側方型締装置の組合せにより、アンダーカット形状製品の１工程成形を確立。
DOE(実験計画法)を活用したCAEにて、金型の分割位置のバリが生じない金型形状を決定しました。

分割式金型
成形前
成形時
形状
工程レイアウト
DOEスタディ結果
内圧

金型屋が30年に渡り基幹業務システムからIoT・センサーを活用した工場支援システムまで内製してきたノウハウをベースに、中小製造業の皆様のDX推進を支援します。

個々の企業の業務フローに合わせた完全カスタマイズのシステムを提供します。

独自の評価プログラムを搭載し、計測から評価、制御まで対応可能な計測システム。圧電式荷重センサー「PiezoBolt」と組み合わせることで、”加工点の見える化”を実現します。

鍛造の異常検知を行う上で、必須となるセンサーおよび関連機器の配線をダイセット内に格納したダイセット
センサー類の配線がダイセット内に格納されているので、安全性が高く断線等の恐れがない
面倒な配線の取り回し作業がないため、段取り時間を大きく削減
現場だけでなく、遠隔地からもリモートでリアルタイム監視が可能

ピエゾ素子のセンサーユニットが埋め込まれたセンサー。正常と異常の荷重変動を取得・比較

アンプとPC機能内蔵デバイス
PiezoBoltで取得した荷重データを波形として表示し、データを評価。異常検知のシステムを構築

モニタリング機器の電源供給
ダイセットに電源が内蔵されていることにより、省スペース化を実現。全ての配線が一つにまとまり、ワンタッチで接続可能

SSI式リニアセンサー
ダイセットのストロークを計測機器のトリガー信号として採用。精度の良いストローク結果とリンクさせる

高精度鍛造を実現するメカニズムを組み込んだダイセット
プレスの横方向・回転モーションによってスライドの傾きの影響を低減し、同芯度を向上
パンチガイドと下部ダイセットに凹凸形状を設けることで、成形前に正確・安定的に位置決め
パンチガイドにパンチの位置を維持するための独自の隙間を設けることで、適切な剛性を確保
